
一 般 質 問市政について問う！

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
て
、
養
育
費

の
取
決
め
や
未
払
い
の
養
育
費
確
保
の
支

援
を
行
う
考
え
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
児
童
の
養
育
の
た

め
に
は
、
養
育
費
等
に
つ
い
て
離
婚
前
に

十
分
に
話
し
合
い
、
取
決
め
を
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
取
決
め
を
せ
ず

に
離
婚
し
た
り
、
相
手
方
の
事
情
に
よ
り

取
決
め
ど
お
り
の
受
け
取
り
が
で
き
な
い

こ
と
で
、
経
済
的
に
困
窮
す
る
場
合
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
養
育
費
の
取
決
め
を
公

正
証
書
等
の
書
面
に
残
す
こ
と
や
養
育
費

確
保
の
た
め
の
保
証
契
約
に
関
す
る
支
援

を
行
う
こ
と
は
、
そ
の
後
の
ひ
と
り
親
家

問答

庭
の
生
活
の
安
定
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
は
他
市
町
の
状
況
等
も
確
認
し

な
が
ら
支
援
の
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
の
周
知

に
つ
い
て
の
取
組
は
。

市
長
／
本
市
は
昭
和
六
十
二
年
三
月

二
十
日
に
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
を
宣
言

し
て
以
来
、
平
和
を
考
え
る
小
中
学
生
作

文
集
の
刊
行
や
原
爆
パ
ネ
ル
展
の
開
催
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
な
ど
様
々
な
取
組

を
行
っ
て
き
た
。
今
後
は
、
公
用
車
へ
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
他
の
事
例
も
参
考
に
、

引
き
続
き
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
の

趣
旨
を
広
く
周
知
・
啓
発
し
て
い
く
。

問答

ひとり親家庭の養育費等に関する
支援を行う考えは

髙
橋
　
秀
子

孤
立
死
の
防
止
に
つ
い
て
、
①
対
策

の
必
要
性
に
対
す
る
認
識
は
。
②
本
市
の

支
援
体
制
と
具
体
的
な
取
組
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
①
孤
立
死
は
、
人

間
の
尊
厳
を
損
な
う
も
の
で
、
遺
族
や
近

隣
住
人
、
家
主
、
関
係
す
る
公
的
機
関
等

に
、
心
理
的
・
経
済
的
な
負
担
を
与
え
る

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
活

力
を
損
な
う
要
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
孤

立
死
の
防
止
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
②
孤
立
死
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
支
援
機
関
や
地
域
の
方
々
が
緩

や
か
に
見
守
り
、
体
調
の
変
化
や
困
り
事

を
察
知
し
た
際
に
は
声
か
け
等
で
支
援
に

問
※3

答

つ
な
げ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

る
。
本
市
で
は
、
民
生
委
員
や
介
護
事
業

者
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
支
援
に
加
え
、

警
察
署
や
自
治
会
と
協
力
し
て
周
知
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
生
活
保
護

を
受
給
し
て
い
る
孤
立
の
お
そ
れ
の
あ
る

人
に
対
し
て
は
、
通
常
の
世
帯
訪
問
に
加

え
、
電
話
連
絡
で
安
否
確
認
を
実
施
し
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
で
把
握
し
き
れ
な
い
人
も
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
対
象
者
の
さ
ら
な
る
把
握
に

努
め
る
た
め
、
地
域
と
支
援
機
関
の
な
お

一
層
の
連
携
強
化
と
周
知
・
啓
発
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

孤立死を防止する対策の
必要性に対する認識は

平
野
　
　
謙

用 解語 説

　孤立死という言葉に統一された定義はないが、内閣府の
「孤独死・孤立死」の実態把握に関するワーキンググルー
プでは、「誰にも看取られることなく死亡し、かつ、その
遺体が一定期間の経過後に発見されるような死亡の態様」
と表現されている。

※３　孤立死（P.7）

　富士山を北端として富士火山帯に属する各種火山地形や
温泉、変化に富む海岸線や島々からなる火山国日本を代表
する国立公園のこと。本公園は、富士山を中心にその周辺
の湖沼や高原を含む富士山地域、東海道の宿場町で古くか
ら温泉地として名高い箱根地域、天城連山と変化に富んだ
海岸線と温泉が魅力の伊豆半島地域、今日でも火山活動が
活発な島々を含む洋上の火山島からなる伊豆諸島地域の４
地域に分けられる。至るところから秀麗な富士山が眺望で
きるほか、首都圏に近いこともあり、日本で来訪者が最も
多い国立公園である。

※２　富士箱根伊豆国立公園（P.5）

▲富士箱根伊豆国立公園の指定を受ける大瀬崎から望む富士山

※１　ユマニチュード（P.4）
　ユマニチュードは、フランスの二人の体育学の専門家に
より開発され発展した、高齢者や認知症の方への支援に特
化した人間の尊厳を尊重するケアの技法。「見る」「話す」
「触れる」「立つ」の４つの柱を基本として、相手の目を見
て安心感を伝え、優しく話しかけ、触れることで信頼関係
を築き、可能な限り立つ支援をすることで相手の尊厳を守
りながら自主性を引き出すことを目指すもの。認知症の方
の不安や混乱を減らすとともに、ケアする側の負担軽減に
もつながるとされ、日本でも、介護や看護の現場に限らず、
自宅での介護においても広く用いられている。
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